

































トー・シュテーリン（Otto Stählin，1868 － 1949）の手になる校訂版テキス
ト（Stromata Buch I-VI / Clemens Alexandrinus ; herausgegeben im Auftrage 
der Kirchenväter-Commission der Königl. Preussischen Akademie der 
Wissenschaften von Leipzig : Hinrichs, 1906；Die Griechischen christlichen 
Schriftsteller der ersten drei Jahrhunderte, Bd. 2）を用い，近代語訳としては，
イタリア語訳（Clemente Alessandrino, Gli Stromati: Note di vera filosofia, Intro-
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はよらず，信仰によって歩んでいるからである＞（2 ｺﾘﾝﾄ 5,1 － 3；5,7）と使
徒は述べる．3）＜むしろわれわれは，身体を離れ，神の許に住みたいと望ん
でいる＞（2 ｺﾘﾝﾄ 5,8）．「むしろ」という語彙は比較の際に用いられるもので
あるが，比較とは，類似性のうちにある者どうしについて行われるものであ
る．たとえば，勇敢な人々よりもさらに勇敢な者は「より勇敢な者」と呼ばれ
る．ところが怯惰な者どもに対しては「極めて勇敢な」と表現されるのである．
167.1）そこから，彼はこう付言する．＜それゆえわれわれは，体を離れてい
ようと，体を住みかとしていようと，彼に喜ばれる者であることを誉れとして
いる＞（2 ｺﾘﾝﾄ 5,9）．この彼とは言うまでもなく，一なる神である．万物すな
わち世界と世界を超えたところのものは，この神の業であり創造物である．2）
わたくしは，次のように明確に述べているエピカルモスが好きである．
　　　「心において敬虔に生まれついていれば，たとえ死んでも，
　　　　何ら災いを被ることはなかろう．上界すなわち天にあっても，
　　　　霊が留まっているのだから」（ｴﾋﾟｶﾙﾓｽ断片 265）．
3）また次のように歌う抒情詩人も好みである．
　　　「不敬なる者どもの霊魂は，天より低く，地上をさまよい巡る．
　　　　殺戮的な苦しみの中で，避けがたい災いの連鎖によって．
　　　　しかるに敬虔なる者たちは天上界に羽ばたく．
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　　　　妙なる調べに大いなる幸いを讃歌で歌い上げながら」
 （ﾋﾟﾝﾀﾞﾛｽ断片 132）．
4）霊魂は決して，天から地上へと劣ったかたちで遣わされるのではない．な
ぜなら神は，すべてを選りすぐれた方向へと為し遂げるのだから．むしろ霊魂
は，最善の生を神から選び取り，大地と天の間で正義を交換したのである．
　168.1）さて，覚知の的を射抜いた人としてヨブを挙げるのが適当であろう．
彼は言う．＜いまやわたしは，あなたが万能の方であるということを理解した．
あなたには，不可能なことは何もない．いったい誰がわたしに，主の知らぬ事
柄を告げるだろうか．わたしの知らない事柄の大きさ・驚くべきことと言ったら．
ところがわたしは自分を卑下し，自分は土また塵に過ぎないと考えている＞（ﾖ
ﾌﾞ 42,2 以下；42,6）．2）というのも無知のうちにある者は，罪に陥っていて土
また塵だからである．しかるに覚知のうちに置かれるとき，人は可能な限り神
に似た者とされ，すでに霊的であり，それゆえに選び抜かれた人となってい
る．3）これに対して聖書は，思慮に欠けた者ども・不従順な者どもを「大地」
と呼んでいる．預言者エレミヤがこのことを明らかにしてくれるであろう．彼
はヨアキムとその兄弟に対してこう述べている．＜大地よ，大地よ．主の言葉
を聴け．この男のことを「打ち棄てられた人間」と記せ＞（ｴﾚﾐﾔ 22,29 以下）．
169.1）また別の預言者はこう述べている．＜天よ聞け，大地よ，耳を傾けよ＞（ｲ
ｻﾞﾔ 1,2）．ここで預言者は，理解のことを聴覚と言っている．そして覚知者の
霊魂を「天」としている．この霊魂とは，天上と神的な事柄の観想をおのが任
とし，それゆえにイスラエル人のものとなった霊魂である．2）というのも預
言者は再び，無学と心の頑なさを選び取った者を「大地」と呼ぶ．さらに彼は「耳
を傾けよ」と言うが，これは，聴覚器官としての耳にことかけてこう呼んだも
のである．こうして肉的な事柄を，彼は諸感覚器官に専念する人々に帰してい
る．3）これらの人々こそ，預言者のミカが次のように述べている人々である．
＜あなたがた民は主の言葉を聞くがよい．苦悩のうちに住む者どもよ＞（ﾐｶ 1,1
以下；1,12）．4）またアブラハムも＜決して＞，＜主よ，大地を裁かないでく
ださい＞と述べる（創世 18,25）．なぜなら＜離反した者は＞，救いの声によっ
て＜すでに裁かれている＞からである．170.1）『列王記』にも，主の裁きと宣
告が次のように行われることが記されている．＜義人たちの願いを神は聞き届
けるが，不敬なる者どもは救わない．彼らが神を知ることを望まないためであ
る．全能の神は，不適切な事柄を成就させることがない＞（ﾖﾌﾞ 36,10；12）．2）
異端者たちは何故，この言葉に対してさらに叫びを挙げようとするのか．聖書
アレクサンドリアのクレメンス『ストロマテイス』（『綴織』）第 4 巻
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は全能者である神を善き方として告げ，悪や不正の原因は神のうちにはないこ
とを明らかにしているのに．もし万一無知が，認識しないことによって生まれ
るとしても，神は場違いなことは何ら為さないのではないだろうか．聖書には
こう記される．＜この方こそわれらの神，彼を措いて救い主はいない＞（ｲｻﾞﾔ
45,21）．なぜなら使徒によれば，＜不正は神より来たれるものではない＞（ﾛｰ
ﾏ 9,14）からである．4）預言者はさらに明らかに，神の意図と，覚知による進
捗とを次のような言葉によって教えている．＜イスラエルよ，いま主であるあ
なたの神があなたに求めていることは何か．それはあなたの神である主を恐れ，
つねに主の道にしたがって歩み，主を愛し，ただ主のみに仕えることではない
のか＞（申命 10,12）．彼は，あなたに対してこのことを求めているのである．
あなたは，救いを選び取る力を持っているのだから．
　171.1）では一体，ピュタゴラス派の徒が声を出して祈るようにと命じてい
るのは，何を意図してのことなのであろうか．わたくしに思われるに，これは，
神性というものが，沈黙のうちに語られている事柄については聞き届けること
ができないと彼らが考えているためではなく，祈りが正しきものとなることを
彼らが望んでいるためであろう．これに関しては，良識ある人々の多くは，そ
のような祈りをなすことを恥とすることのないものである．2）しかるにわれ
われは，祈りに関して，それは然るべきときに，自ずと言葉がほとばしり出る
ものだと受け取るであろう．行いについてもわれわれは＜あたかも昼に歩き回
る者の如くに＞（ﾛｰﾏ 13,13），叫びを上げるような業を有するべきである．3）
なぜなら＜あなたの行いを輝かせよ＞（ﾏﾀｲ 5,16）．＜見よ，その人だ．その人
の行いは彼の眼前にある．なぜなら見よ，神と神の業がそこにあるからだ＞（ｲ
ｻﾞﾔ 40,10；62,11；黙示録 22,12）．4）覚知者にあっては，力の許す限りにおい
て神を模倣することが必須である．しかるにわたくしには，詩人たちもまた，
彼らの許で選ばれた人々は「神にも似る」と呼んでいるように思われる．ある
いはその名は「神々しい」「神にもまごう」「知恵において神にも等しい」，あ
るいは「神々に似た想いを持った」（ﾎﾒﾛｽ『ｵﾃﾞｭｯｾｲｱ』13.89），また「神々に
も似た」とされる場合もある．これらは＜（神の）像また似姿として＞（創世
1,26）という句を借用したものであろう．172.1）実に，エウリピデスもこう言っ
ている．
　　　＜わたしには，背中には黄金の翼，
　　　　それに愛らしいセイレーンのサンダルが似つかわしい．
　　　　わたしは高く舞い上がって空中に赴き，
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　　　　ゼウスと語らいあいましょう＞（ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ，作品不詳断片 911）．
2）しかしわたしは，キリストの霊が翼を与え，わたしをわがエルサレムへと
飛翔させてくれるように祈る．ストア派の人々は，天とは他でもなく都市であ
り，この世にあって地上にあるのは，もはや都市ではないと言う．つまり「都
市」と呼ばれてはいるが，そうではないと言うのである．都市とは厳粛なもの
であり，民とは町に相応しき組織であり法によって支配された多数の人間であ
る．それはちょうど，ロゴスの許なる教会が，包囲されず僣主もいない地上の
都市の如く，地上にあってあたかも天国にある神の意向そのものなのと同様で
ある．3）詩人たちは，この都市の似像を作り，作品に残している．つまりヒュ
ペルボレオイやアリマスペイオイの町々，またエリュシオンの野は義人たちの
住む都市である . プラトンの描く都市も，範例として天に置かれているのを，
われわれは知っている．
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